


 

回予想を３千５百万円下回る見込みです。 

営業利益については、売上高が前回予想を下回る見込みであること、販管費が８百万円増加し

たことから前回予想を下回る見込みです。 

経常利益については、営業利益が前回予想を下回る見込みであること、2022 年８月 24 日付「販

売用不動産の取得及び資金の借入に関するお知らせ」にて公表しました借入により支払利息が５

百万円増加すること、業務受託費用が２千５百万円増加したこと等により前回予想を下回る見込

みです。 

親会社株主に帰属する当期純利益及び当期純利益については、見込んでいた特別利益６百万円

の計上はなく、店舗閉鎖により特別損失 0.7 百万円を計上したことにより前回予想を下回る見込

みとなりました。 

 

以上 

 
（業績見通しに関する留意事項） 

上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因

により予想数値と異なる場合があります。 

 


